
「会計情報の活用」学習指導案 

●本時のテーマ
　「会計情報を開示・活用することの社会的な意義」

●本時のねらい
• 会計情報の概要とその活用の意味について図解や時事的な記事から理解することを通して、会計情報の

　開示が企業の責任として必要とされる理由を考察する。

●評価規準
• 会計情報の活用についての基本的な理解を基に、会計情報の開示が必要とされるのはなぜか、効率と公正などの

　視点を踏まえて考察している。

●本時の流れ

学習内容 学習活動 指導上の留意点

導

入

「会計」の

イメージをつかむ

●発問：「身近な生活の中で、『何かに取り
　　　　組んだ成果を数字で説明するもの』
　　　　には何があるだろうか。それらは
　　　　どんな目的で使われているか」

（例：成績表、部費の会計報告、買い物のお使い）

⇨目的：できていること／できていないことを

　　　　把握する、不正使用していないと納得　

　　　　してもらう、親に頑張りをアピールす

　　　　る

•会計 (Accounting) の意義を「客観的

な数字で説明責任を果たすこと」と捉

え、それを生活経験の中からイメージさ

せる

•「会計監査」に触れてもよい

•「義務でなくても積極的に報告したいか」

なども考えさせるとよい

展

開

企業会計の概要と

その活用の意味を

理解する

※解説：企業もまた、事業に取り組んだ成果を

数字で報告する。その代表的な制度が、貸借対
照表や損益計算書などの財務諸表の公開であ

る。このような会計情報は、法律によって開示

が義務付けられている

教材①  企業の生産活動と企業会計

教材②  決算報告にみるコロナ禍の影響

　　　 （朝日新聞 2021 年 5 月 7 日より）

●発問：「教材①②のような会計情報は、『誰
　　　　にとって』『どんな目的で』役立つ
　　　　か」

（解答例：株主、投資家、就職先を決めようと

　　　　　している人、税務署…）

•貸借対照表や損益計算書の事項解説

はしない

• 教材② を通して、新聞を読むため

には予備知識が要ることを意識さ

せ、社会的事象に関心を持たせる

• 教材② は時期や状況に合わせて、

他の記事に差し替えても良い

•株式会社に関する既習知識と関連付

ける

パターンB−1

パターン
B



展

開

主発問：「なぜ、会計情報の開示・活用が必要なのか」

会計情報の開示・

活用が求められる

理由を考察する

（解答例：投資家がどの企業に投資するか判断

　　　　 するため、株主が企業の「成績」を

　　　　 客観的に把握するため）

•そもそも、企業の業績について、企業とその

利害関係者（例：投資家）との間には、知り

える情報の質や量に大きな差がある

●発問：「企業と利害関係者との情報の差は、
どんな『困ったこと』につながるか」
■逆選択（逆淘汰）
教材③  中古車市場の例

• 100 万円の価値のある高品質な車と、20 万　

円の価値しかない低品質な車が混在する中古　

車市場を想定

⇨買い手が支払ってもいいと思える平均的な価　

格は 20 万円は上回るが 100 万円より低く

なる

⇨その価格では 100 万円の価値のある車を供　

給する者がいなくなる

⇨本来望ましいもの（高品質の財）が市場から　

消えてしまう

⇨同様に考えてみると、証券市場（例：株式市場）

　で優良企業を見分ける情報を投資家が持たな

いならば、投資家に買ってもらえる証券の発　

行価格が下がり、優良企業でも資金調達は難

しくなる

⇨本来望ましい取引が阻害される（非効率）

■モラルハザード
教材④  自動車保険の例

•保険契約後の加入者の行動を監視できない

⇨加入者は「保険に入ったから安心」と気を緩

め、事故が起きやすくなってしまう

⇨同様に考えてみると、経営者の仕事ぶりを株

　主がチェックする手段がなければ、株主の不

　利益になる行動を抑止できないのではないか

•「会計情報の開示が義務付けられて

いなかったら、誰にとって、どんな
不利益があるか」を考えさせてもよい

•導入で挙げた「成績表」などの例と

合わせて考えさせるとよい。「頑張っ

ています」「順調です」とだけ言わ

れても……

•「逆選択」「モラルハザード」など

の用語を使わなくても、趣旨が理解

できればよい

•「購入して使用しないと品質が分か

らない」財であることがポイントな

ので、例えば福袋など、より身近な

商品を例にしてもよい

•株式市場の仕組みなど、既習知識を

復習する

•企業が会計情報を出したとして、そ

れを信用できるのか、という点に触

れてもよい（監査）

•業績と経営者の報酬を連動させる契

約を結ぶことで、株主と経営者の利

害を一致させていることにも触れる

ま
と
め

考察の整理

•会計情報が適正に提供・活用される仕組みを

　つくることは、次のような意義をもつ

①企業の活動に関わる人たちが、企業を経営　

したり支えたりする際の選択・判断に必要な　

情報を広く提供し、公正な取引環境を生み出

す

②株主など利害関係者と企業の経営者との利害

を一致させ、双方の利益を最大化する効率的

な行動を促す
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